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ＪＷＦ資金を有効に活用しよう！

反　省

西日本区理事 戸所岩雄

ＣＳ資金、ＦＦ資金を効果的に利用しよう！

「新生ワイズ起こし運動」を各部で効果的に推進するために、「西日本区ワイズ基金ＪＷＦ」の拠出が決
議されました。皆様の知恵を出し合ってゴール（効果と期日）を定め、明日のワイズ運動のために活用頂
く為にこぞって申請ください。

“スキルリスト”の登録と有効利用をしてください。
スキルリストで豊かに繋がりましょう。
（P5 の解説と記入例をご覧下さい）

ワイズメンにとって大切なパートナーである YMCA との関係がより親密となり、相互の良きところ
を認め合った協働、協力の形を作っていくために Y‘サ・ユース事業委員会からアンケートさせて
いただいておりますが、返信は現在 9/ 末で 60％です。目標 100％達成に御協力を！
YMCAとの「関係をより深く考える機会」としてほしいと思います。ご協力をよろしく。

（記入及び送付方法はY‘サ・ユース事業通信で確認ください。）

（P5の特別解説と改訂版申請書をご覧ください。）

前田国際・交流事業主任

渡壁 地域奉仕・環境事業主任

資金活用審査委員会

九州部の理事懇談会で「よりわかりやすく、区、部、クラブ、互いの情報を共有できるようにとの思いで理事通信を
書かせてもらっています。」との私の言葉に「経験あるものにはわかるが、経験の浅い者はわからない。」との発言
あり。頭を「ガーン！！」でした。まだまだ独りよがりの部分があり反省しきり。読みやすい誌面作りに頑張りますの
で、見放さないで読んでください。お願いします！！！

知って　　 ワイズ情報得 する

YMCAアンケートのお願い

西日本区のメンバーの声を国際へ届ける大切な役割を担っていただく為に国際議員に大野勉ワイズ
( 神戸ポートクラブ ) を推薦しました。大切な選挙です。投票権は各クラブ会長です。 投票権があ
るにも関わらず投票しないクラブが多いのでクラブ会長の投票をお願いします。

国際議員の投票を必ず行いましょう

理事懇談会や各事業委員会シンポジウムに参加して頂いた方々からの声を是非お届け下さい。
又、各部各クラブで行われた（予定の）事業を報告下さい。発信し西日本区で共有しましょう。

河口書記まで： < hiroaki@hikonnect.co.jp > 宜しくお願いします。

（予定は、12月～1月位　決定次第連絡します。）
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於：ホテルニューオウミ（近江八幡市）

於：名鉄ニューグランドホテル（名古屋市）

於：名鉄ニューグランドホテル（名古屋市）

びわこ部会 9 月7 日

報 告
INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS

書家が即興で横断幕を書き上げるというパフォーマ
ンスで幕が開き、バナーセレモニーに続き、和やか
な雰囲気のなか式典が進みました。続いて近江商
人博物館の学芸員上平千恵氏の『近江商人三方よ
し』の講演が催されました。東びわこ部長の部標語
にもある“三方よし”の意味、職業人たるものの心
得の神髄を学んだ時間でした。懇親会は各部、各ク
ラブのアピール合戦もあり、賑やかに交流と歓談を
楽しみました。

中部評議会9 月8 日

部会に先立ち開催された中部評議会に参加させていただきました。前年度の事業報告・
決算報告及び本年度の事業計画・会計予算が承認された後、次年度や今後の部長選
出・部の在り方・部会の在り方などに関わる深く慎重な議論がなされました。
また中部の『新生ワイズ起こし運動』の現況と今後の展開についての報告があり、活発な
意見交換がなされました。

於：名古屋 YMCＡ（名古屋市）中部理事懇談会9 月11 日

厳しい現況にあってワイズ活動をどう次代へと
継承するかの議論は尽きることなく続くことだ
と思います。
中部にあってはＹＭＣＡとの良好な関係にある
名古屋地域に在るクラブの展開への期待、金沢
での古き良きワイズダムの伝統を保ちながらも
新しい取り組みを考えておられること等、地域

地域での課題があるものの次への視点を感じさせていただく良い懇談会でした。
富山クラブの参加が叶わなかったこともあり、『中部懇談会 Part２．北陸編』を１１月２
日に金沢で開催することとなり、メンバーの方々にも呼びかけて頂くことで多数の参加で
行うこととなりました。中部理事懇談会に前回参加された方々もぜひ御参加ください。

中部部会

厳かな式典に続き、近藤真由氏による『この長寿社会に音楽療法が出来る
こと』と題した講演がありました。それとコラボする形でトリオ・ルーチェの
方々によるピアノ、ヴァイオリン、フルートの演奏があり、音楽が持つ魅力と可
能性を楽しく考えさせられました。地域の福祉法人の職員の方 を々対象とし
た公開講演でもあったことは大変素晴らしい試みで多くのクラブにもトライ
して頂きたいと思いました。

その後、これらの人 を々交えた懇親会では多くの友との賑やかな交流
やワイズ談義の夕べを楽しみました。
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於：大阪産学創造館

於：大阪産学創造館

（活動内容は大阪 YMCＡのホームページをご覧ください。）

阪和部会に先立ち開催されたメネット会は大野メネット事業主任
が本年度の方針をお伝えした後、メネットやユースリーダーが関わ
りを持つ奉仕の事例の報告がありました。
メネットが長年関わってこられた『和歌山ＹＭＣＡ労災病院ボランティ
アの会』報告は、メネットならではの奉仕の在り方を深く考えさせられ
るとともに時代と社会が必要とする奉仕のテキストとして広くワイズの

方 に々知っていただきたい内容で、又、報告させていただきたいと思います。
ユースリーダーが関わっている「子供の居場所づくり」の活動は積極的に自分たち
の発案で事業を展開している点、またYMCAの的確なサポートで事業が成り立っ
ている点とあわせて、他の地域の方々にとっても大変参考になる事例でした。

阪和部会
式典に続き、『広島被爆証言の会』山岡美知子氏による
『語り継ぐ被爆の実相と平和への思い』と題した講演が
ありました。自らも被爆２世としての体験と歴史の中で
語られてこなかった実相・事実を通して、今の世に願う
平和への思いをしみじみとしかし力強く語られました。
人類共通の願いであるはずの平和。しかし今日世界のい
たるところで起きている悲劇に私たちはどう向き合えば
いいのか、改めて思いを巡らす時間でした。
その後、懇親会では同胞としてのメンバー間の交流と語らいの時間がもたれ、多くの議論の
輪が幾重にも広がっていました。

報 告
INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS

9 月16日 阪和部メネット会

玉名温泉（熊本県玉名市）

早朝９時３０分からの開会にも拘わらず、すべての
クラブ会長、部の役員・主査の方々に参集いただ
きました。
なぜ“理事懇談会”をもたせていただくことになっ
たのかを述べさせていただき、本年度における主

題、テーマ、考え方を３０分、主任、事務局から１５分話をさせて頂いた後、会長の皆様、主
査の方々、役員の方々からの発言を大変タイトな時間のなか、厳しいなかにも貴重なご意見やワ
イズに対する様 な々思いを聞かせていただくことができ、大切な一刻となりました。
西日本区の多くのクラブに共通する問題・課題や九州部や各クラブが各々固有に抱える課題など
があり深く考えさせられる時間でした。
理事懇談会がすべて終わった段階（第２回目の理事懇談会を希望される部もあり、いつ終わる
かわかりませんが一巡目が終わった段階）で全ての部で語られた思いをとりまとめて『理事通信』
に掲載出来ればと思います。　　

9 月21 日 九州部　理事懇談会
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玉名温泉（熊本県玉名市）

玉名温泉（熊本県玉名市）

メネットの活動が活発な九州部にあっても、今後のメネット会の持ち方
や、女性メンバーの割合が大きく占めていきつつある現状にあっての課
題などに真摯に向き合いさらに良き在り方について各クラブの特性を
互いに尊重する中で発展していかれる努力をされることを願います。
大野メネット事業主任の方針が述べられた後、心理カウンセラー中
原宏子氏の「子どもたちの未来に残したい大切なもの」と題して講
演がなされました。

九州部会
近年、多くの自然災害に見舞われる九州の地でワイズの尊い精神に基づく奉仕
の実践をされている YMCA・ワイズに関わる同胞への尽きせぬ尊敬と感謝の
念を持った多くのワイズメンが参集する中１６クラブの壮観な“バナーセレモ
ニー”で始まった式典と交流色豊かな“アピールタイム“で幕を開けた部会は記
念講演へと続き、玉名市金栗四三 PR 推進室の徳永氏による玉名市出生の偉
人「韋駄天・金栗四三の生涯と功績」をたっぷりと聞かせていただきました。

温泉タイムのインターバルを終え、いよいよ懇親会へ。和やかな交
流と談笑の中、突然始まった　“フラダンスショー”。「おい、なんで
フラダンス？」の声があちこちから飛び出すが、何のためらいもな
く皆を豊かな楽しい時間へと誘っていく。得体の知れない輩の番
外参加も有り一大エンターテイメントと化した会場は幸せな空間
へと変貌していった。堀部長の好みかと思いきや「わしも分から
ん。誰かの陰謀だ」との返事。その後のフェローシップも、そのノリ
のまま夜遅くまで続き、玉名温泉の魅惑の夜は更けていきました。

報 告
INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS

九州部　メネットアワー

戸 所 岩 雄 （彦根シャトークラブ）

九州部会に先立って開催頂く“理事懇談会”の開始が、当日午前９時半
からということで、役員一同前泊しそれに備えることとしました。
折角だからと私＆メネットと林事務局長の３人は 20 日午前10 時博多
着。レンタカーで長崎まで直行し、“チャンポン＆皿うどん”で腹を満た
し（林さんは喉も潤し）、グラバー邸や大浦天主堂はちょこっとだけ拝見
し一路、憧れの「出津教会堂」へ。小さな入江の小高い場所に立つ木造
の教会は、地元の女性ガイドの穏やかで丁寧な説明もあり、佇まいも室
内空間も素晴らしく悠久の時の中に浸れる心癒される建物でした。

そこからもう一足伸ばし、『大野教会堂』へ。石畳の坂を上がっていくと突然、ふっと姿を現した教会。たった２６人
の潜伏キリシタンだけのためであり、その人達自身が　地元で採れる玄武岩の板状の石を素朴に積み上げた小さ
な教会は、その地の風土・歴史・人々の営みが一瞬にして昇華したものだろう。
長崎からそう遠くない場所の、この環境や営みの保全にワイズメンが関われたら素敵だなあという思いがふと頭を
よぎりました。
夕刻 6 時に玉名温泉に着くべく、島原を経て多比良港から長洲港までのほんの束の間、フェリー船上での有明海ク
ルーズ（？）を楽しみました。

9 月21 日

九州部会 余話

大野教会堂
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“新生ワイズ起こし運動”を効果的に推進していくためには、２０２２を目標に、計画的（段階を経て）に、
ゴール（効果と期日）を決め、進めていただく必要があると思います
運動を進めていただく中で、その効果や成果を確かめつつ暫時、プランを修正しブラッシュアップさせな
がら継続的に変化をしながら行うことは、その性格上必要なことだと考えます。今回申請書の記載項目に
「期待できる効果と目指している成果」を追加しています。計画的にしかも革新的な行動計画をふまえた
申請を期待します。
費用の中で会場費、交通費に関しては基本的
には西日本区の支給基準にならい援助対象
と考えますが、限られた資金を効果的に運用
しなければなりませんので十分無駄の無きよ
う配慮のうえ申請をお考え下さい。
継続的に展開するために必要とする支援で
あることを前提にお考えいただきたいと思い
ます。
申請書の改訂版は１０月５日にＵＰします。
『西日本区資料庫』をご覧ください。

◆ 交流を深めよう！　豊富な人材バンクであるワイズメンバーの様 な々豊かさを知ろう！◆
貴方の！貴方の！その「スキル（知識・資格・雑学 etc）」皆さんが待っています。
～交流を一層促進し、ワイズがクラブを越えて繋がり交流を深めましょう！

新生ワイズ起こし運動特別資金援助申請についてのお願い

特別解説

特別資金活用審査委員会

スキルリストの解説（登録方法）と記入例

申請書
「ワイズ起こし運動」の積極的推進をするにあたり、

次の通り特別資金援助の適用を申請します。
１．　事業名
２．　事業概要（別紙可、参考資料添付）
※この事業を行うにあたり、期待できる効果と目指し
ている成果を記入してください。
３．　事業予算（別紙可、）
以下、４.申請支援金額、５. 振込先、６. 提出方法
7.申請日付等を記入

記入例（今後も記入様式は、もっと描きやすいように随時改訂していきます。）
【カテゴリー】１）こんなことが出来ます　２）こんな資格を持っています　
                 ３）こんな経験を持っています　４）こんなことに興味を持っています　　
                 ５）こんなことが出来る方を探しています　６）その他、繋がる要素何でも結構です

※ 個人情報ではありますが、皆さんからいただいた、『スキル』の内容は、適切かつ的確に扱わられるよう、特段の配意をいたします

送信先は事業主任　前田香代子まで：ctbqr809@yahoo.co.jp　FAX：０９６－２４０－６０１５

登録者

名前

アピールメッセージ わかりやすく説明してくださいカテゴリ NO.

2 ) 獣医師免許 診療届は出しておりませんが、雑学的知識は半端ないです。

2)

3 )

元食品衛生監視員

和文化紹介 海外で日本の文化を紹介しています。興味のある方ご一報ください。

4) お茶会・お茶時を楽しみたい 各地で開催されるお茶席を楽しみたい。情報を紹介ください。
6) 登山大好き 一緒にどこかの山に登りませんか？

保健所で働いていました。そのスキル・知識を御利用ください。

部 クラブ メールアドレス FAX
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国際・交流事業主任 前田香代子（熊本ジェーンズ） 

BF とは Brotherhood Fund ブラザーフッド基金 

 ※BF代表や国際役員の公式旅行費用に充てるために積み立てる基金。 

EF とは Endowment Fund 信託基金     

※ワイズダム発展のため会員やクラブからの寄付・遺贈などにより集められた基金。 

 その使途はエリア（地域）により異なるが、クラブ拡張の為のトレーニングなどに使われる

ことが多い。 

今期の事業目標額は BF 献金 使用済切手換金額＋現金 １人あたり 1,000円 

          EF 献金 一口 120スイスフラン 合計 3,000スイスフラン 

※BF代表決定報告と次年度募集予告 

 2019-2010 BF代表として、小田哲也ワイズ（福岡中央）の文化代表派遣が決定しました。 

派遣先はラテンアメリカ地域です。 

 また来年度、2020-2021 はアジア太平洋地域からヨーロッパ地域への派遣募集が行われます。

昨年度より応募方法が個人から直接手続に変更となりました。 

今後募集案内が届き次第ご案内いたします。 

 

 
 
 
 

西日本区チャプレン立野康博（熊本ジェーンズ） 

聖書の小窓「内にみつける」 

 ３人の子どもが一番大切な宝をどこに隠せばいいかと話し合いました。彼らにとって一番大

切な宝は神様でした。 

 １人目の子どもはいいました。「宇宙の果ての果て、太陽のずっと向こうなんかどうか。望

遠鏡でも見ることができない遠くに」。しかし、科学が進歩するとすぐに見つかってしまうと

いうことになりました。２人目の子どもは「それじゃ深い海の底、誰もいったことがない真っ

暗な海の底なんかどうだろう」。しかし、これも科学が進歩し、人間が海洋牧場のために開発

しはじめたら見つかるのは時間の問題のように思われました。 

すると３人目の子どもが叫びました。「それじゃ人間の中はどうか。自分の中に隠すのはど

うか」。みんなそれがいいと賛成し隠しました。ところが、人間の心はあまりにも深く、見つ

けることができなくなってしまいました。せっかくの大切な宝がそこにあるのに、いまでは誰

も神様を自分の中に見つけることができないのです。 

何かに行き詰まったとき、そっと自分のうちにおられる神様をみつけてみてください。あな

たを本当に支えておられる存在があるはずです。奥深く隠している存在こそ大切です。 

10 月は、BF・EF強調月間 
国際協会の一員であることを認識し、BF/EF の目的を理解した上で積極的に協力しま

しょう。 

今月の聖句 2019 年 10 月  ローマの信徒への手紙 14章 22節 
あなたは自分が抱いている確信を、神の御前で心の内に持っていなさい。 



7 
 

 

  

日本 YMCA同盟 ワイズメンズクラブ西日本区 

連絡主事 光永尚生                                                       

10 月・神無月 

50 数年ぶりに開催されましたアジア太平洋 YMCA 大会は、国内外からの 377 名の参加により御殿

場の YMCA 東山荘をメイン舞台として開催されました。多くの皆様のご協力で無事に開催できたこと

を心から感謝し、お礼を申し上げます。大会期間中にはいくつかの課題も発生しましたが、その都度

参加者も含めた協力体制で、何とか乗り切ってまいりました。もちろん、ワイズの皆様のお働きがあっ

たことをご報告いたします。 

 セッションでは、山田公平国際リエゾンと、田中博之アジア太平洋地域会長のファシリテーションで、

国内のワイズメン・YMCA 関係者が一堂に会し、それぞれの言語に分かれたディスカッションも活発に

進められました。画期的なこととして、同じテーマを異なる言語で語り合うことの大切さも学びました。

今回は英語がメインでしたが、世界の繋がりをしる機会として、国際的団体である YMCA とワイズメン

ズクラブの真骨頂ではないかと感じた次第です。9 月 18 日(水)からは、日本 YMCA スタッフ研修ステ

ップⅡが、YMCA 東山荘並びに東京の在日本韓国 YMCA 等をメイン会場として 74 日間開催されま

す。10 月 11 日には在日本韓国 YMCA(AYC)において、山田東日本区理事、戸所西日本区理事の

講義をお願いしており、全国の研修生との直接の交わりと学びの機会を創っていただく予定です。相

互理解を今後とも継続して進められれば幸いです。 

 

 

 

 

 

国際協会本部から卓越した働きをなされた部長に対

する「エルマー・クロウ賞」の受賞者が発表され、西

日本区からは、2018～2019年度九州部部長の上村眞智

子ワイズ(熊本ジェーンズ)が受賞されました。 

上村眞智子ワイズは、部長として九州部において大い

にリーダーシップを発揮され、各クラブの献身的な働き

を誘発されました。9月 21日（土）の九州部会の席上で

は、田中博之アジア太平洋地域会長から上村眞智子ワイ

ズに改めてエルマー・クロウ賞の伝達式がありました。 

 

 

共に語る会（理事懇談会）の開催 

ワイズメンの活動が活発に行われるために西日本区全体の情報の共有と協働・協力が大切

と考え「共に語る機会」を持ちたいと思いました。今期具体的なアクションへと移行して頂

理事懇談会情報 

ＹＭＣＡ便り 

エルマー・クロウ賞受賞 おめでとうございます！ 
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く為に期首に各部部長様の計らいで実現しました。一方通行の会議ではなく部長、主査、ク

ラブ会長の方々と忌憚ない意見を交わす場になれば幸いです。 

【開催日程】 

阪和部 10月 12日 部評議会時 大阪 中部 
① 9月 12 日 

名古屋 YMCA 

② 11 月 2 日 

北陸 

 

【開催実績】 

＜6月 16 日 京都部＞ 理事通信 7月号にて既報 

＜7月 15 日 瀬戸山陰部＞ 理事通信 8月号にて既報 

＜7月 27 日 中西部＞ 理事通信 9月号にて既報 

＜8月 3日びわこ部＞ 理事通信 9月号にて既報 

＜8月 24 日 西中国部＞ 理事通信 9月号にて既報 

＜9月 11 日 中部① 名古屋ＹＭＣＡ＞ 

中部部会が開催された 3日後のこの日、名古屋ＹＭＣＡにおいて主に名古屋エリアのワイ

ズメンとの理事懇談会が開催されました。（2ページに掲載） 

＜9月 21 日 九州部＞ 

メネットアワー、九州部会に先だって理事懇談会が開催されました。（3ページに掲載） 

＜9月 28 日 六甲部＞ 現在編集中で、11月号に掲載予定です。 

 

 

 

2019～2020 年度 各部部会開催日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 開催日 曜日 開催地・会場 ホストクラブ 

中西部 2019 年 10 月 5 日 土 茨木スカイレストラン 大阪茨木 

西中国部 2019 年 10 月 26 日 土 
グランド 

プリンスホテル広島 
広島 
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部会情報 

区大会情報 
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＊詳細については各クラブにお尋ねください。 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島クラブ 

３０周年 
２０２０年１月１８日（土） ジェイドガーデンパレス 

京都エイブルクラブ 

３０周年 
２０２０年２月１５日（土） 京都ホテルオークラ 

神戸クラブ 

９０周年 
２０２０年２月２２日（土） ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 

熊本クラブ 

７０周年 
２０２０年３月１５日（土） キャッスルホテル 

京都ウエストクラブ 

４０周年 
２０２０年５月５日（火・祝） 国立京都国際会館 

周年例会情報 
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大阪高槻ワイズメンズクラブの例会場は「西武高槻」6 階多目的ホールにて行っていますが、10 月

5 日から名称が「阪急高槻」に変更になるため、お間違いの無いようによろしくお願いします。名称が

変わるのみで例会場などの変更はございません。（大阪高槻クラブ 森本榮三） 

 

 

 

各クラブ、各部などで西日本区内に広く周知したい情報等があれば、書記（河口）および理

事事務局長（林）までお知らせください。 

 

書記     河口 裕亮 ｅ-mail: hiroaki@hikonnect.co.jp 

 

理事事務局長 林 宏一  ｅ-mail: confiture.de.roses@ray.ocn.ne.jp 

 

理事事務局から 

お知らせです！ 


